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利本荘 農業委員会だより
と 農地あなた

▼

広大なほ場で

　 ブームスプレーヤーに

　 よる防除作業

タマネギの産地化に取り組む農業法人 双日由利農人㈱の生産者の皆さん　
（６月中旬　西目地域海士剥のタマネギのほ場にて）

市農業委員会
ホームページ

作業風景
動画はこちら
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令和７年４月から 農地の貸し借りは
原則として農地中間管理機構経由になりました！

農地中間管理機構
による貸借（機構法）

相対による
利用権設定（基盤法）

相対による
貸借（農地法）

農地所有者（出し手）

担い手（受け手）

農地中間管理機構

農 地 班　TEL ２４-６２６０　FAX ２４-６３９６
矢島庶務班　TEL ５５-４９５７　FAX ５５-２０２５
岩城庶務班　TEL ７３-２０１４　FAX ７３-２１３１
由利庶務班　TEL ５３-２１１４　FAX ５３-２９６２
大内庶務班　TEL ６５-２８０４　FAX ６５-２６１０
東由利庶務班　TEL ６９-２１１６　FAX ６９-２０３９
西目庶務班　TEL ３３-４６１４　FAX ３３-４１８９
鳥海庶務班　TEL ５７-２２０５　FAX ５７-２０７６

担い手支援班　TEL ２４-６２３４　FAX ２２-５１０７

農業委員会事務局　

産業振興部　農業振興課

市外局番（0184）　

お問い合わせ先
★農地中間管理機構の詳細は、
　　　　　農林水産省ＨＰをご利用ください！
https：//www.maff.go.jp/j/keiei/
　　　 koukai/kikou/nouchibank.html

農地バンク／農地中間管理機構

農地中間管理機構
による貸借（機構法）

相対による
貸借（農地法）

農地所有者（出し手）

担い手（受け手）

農地中間管理機構

農業者の
皆様へ

目標地図（※１）の実現に向けて農地の集約化を進める

※１  市町村の作成する地域計画において、農地一筆ごとに将来、誰が耕作するのかを示した、地域農業の未来設計図。随時更新が可能。

農
地中間管理機構

対による
借（農地法）

農地
による

目標地図現行
原則と

農地中間管理機構
による貸借（機構法）

相対に
利用権設定

皆様へ

令和７年３月まで

賃借期間
終了の農地

貸借期間終了後、所有者に返却されます。
新たな耕作者と契約できるため、集約化が可能となります。
※期間満了通知あり

期間満了前に手続きを行わない場
合、契約が自動延長されます。
※期間満了通知なし

所有者と耕作者の直接契約となり
ます。そのため、契約先が複数の
場合、事務は煩雑になります。

賃貸借料の金額変更や受け取りは、
所有者と耕作者で直接行うことと
なります。それに伴うトラブルも
同様です。

耕作者は、新たな所有者・所有者
の相続人を探さなければなりませ
ん。
所有者側も同様です。

申請時に提出する登記事項証明書
は、契約する農地の一筆毎に発行
手数料600円が発生します。

所有者は、秋田県農業公社より賃貸借料が振り込まれ、未
払いの心配がありません。
耕作者は、口座から自動引き落としされ手間が軽減されます。
※物納はできません。

秋田県農業公社は、所有者・耕作者から手数料として契約
初年度のみ１契約あたり５千円を徴収します・
同一年度に複数契約する場合は、初回のみの徴収となりま
す。

所有者の相続人は、秋田県農業公社へ名義変更の申請をす
ることによって、死亡してからの賃貸借料を受け取ること
ができます。
耕作者は、手続きはありません。

所有者・耕作者ともに、農地中間管理機構を担う「秋
田県農業公社」が契約先となります。賃貸借料の受け
渡しが一本化されます。

契約先

賃貸借料

手数料

賃貸期間中
の所有者の
死亡

農地中間管理機構による賃貸（機構法） 相対による貸借（農地法）

農地中間管理機構による賃貸（機構法） 相対による貸借（農地法） 違いとは？と

○に返却さきるため、

○、農地中約先となり

○
社より
ん。
引き落とし

○
県農業
してからの

ません

△耕
５千円
る場合は、初 △するる農地の

0円が発生し

△変者で直それに伴う

△者の直ため、契約
務は煩雑にな

△手続き自動延長
了通知なし

△なさなけも同様です
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相続登記 をしよう！

相続登記の手続きは司法書士に依頼する
ことができます。問合せは下記まで。
秋田県司法書士会 相続登記相談センター
　　　　　　　　 ☎018-824-0055

秋田地方法務局本荘支局（給人町17番）
本荘合同庁舎３階 ☎0184-22-1200

【
法
律
上
の
取
扱
い
】

【
農
地
売
買
・
貸
借
上
の
取
扱
い
】

●
相
続
登
記
と
は
？

●
相
続
登
記
を
し
た
あ
と
は
？

●
相
続
登
記
を
し
な
い
と

　

ど
う
な
り
ま
す
か
？

●
相
続
登
記
は
ど
こ
で

　

す
る
の
？

相
続
登
記
の
登
録
免
許
税
の

　
　
　

  

免
税
措
置
に
つ
い
て

  　

（
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

１
相
続
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た

方
が
相
続
登
記
を
し
な
い
で
死

亡
し
た
場
合
の
相
続
登
記

２
不
動
産
の
価
格
が
１
０
０
万
円

以
下
の
土
地
に
係
る
相
続
登
記

該
当
す
る
場
合
は
登
録
免
許
税
が

免
税
さ
れ
ま
す
。

農
地
の
所
有
権
移
転
お
よ
び

　
　

  

貸
借
手
続
き
に
つ
い
て

　

農
地
を
売
買
や
無
償
譲
渡
等
で

所
有
権
移
転
し
た
り
、
農
地
を
貸

借
す
る
場
合
は
、
毎
月
開
催
さ
れ

る
総
会
で
の
審
議
を
経
た
、
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

◆発行所／全国農業会議所
◆発　行／月４回 金曜日
◆購読料／月７００円（年８，４００円・税込）
購読申込みは農業委員会事務局まで

農業委員会農業委員会業委員農業委員会
総会開催日程総会開催日程総会開催日程
　農地に関する許認可等、
申請書類の審査に時間を
要する場合がありますの
で、提出期限に関わらず、
事前に協議くださるよう
お願いいたします。また、
申請書の提出が「許可」を
確約するものではありま
せんのでご留意ください。 

令和
７年度8/

9/
10/
11/

㈮
㈫
㈮
㈮

29
30
31
28

12/
1/
2/

㈮
㈮
㈮

26
30
27

令和７年

令和８年

７年

８年

総会 開催日 申請書提出期限
9/
10/
11/
12/

㈮
㈮
㈫
㈮

19
17
18
19

1/
2/
3/

㈭
㈬
㈭

22
18
19
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）を

　
　

実
施
し
ま
す

QA 　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30
条

に
基
づ
き
、
年
一
回
、
市
内
全
域
で

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調

査
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
農
地
を
見
回

り
、
耕
作
状
況
を
み
て
遊
休
農
地
（
荒

廃
農
地
）
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
り
敷
地
内

に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
該
当
の
農
地
所
有
者

に
は
事
前
連
絡
等
は
し
ま
せ
ん
。
立
ち

会
い
も
不
要
で
す
。

　

な
お
、利
用
状
況
を
踏
ま
え
、耕
作

が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
「
利

用
意
向
調
査
」
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と
、
雑

草
の
繁
茂
に
よ
る
病
害
虫
等
の
発
生
、

有
害
鳥
獣
の
温
床
、
不
法
投
棄
等
の
原

因
に
な
り
、
周
辺
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

遊
休
農
地
を
発
見
し
、
所
有
者
に
対
す

る
解
消
の
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

な
ぜ
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
が

必
要
な
の
？

農
地

（
利
用

農
業
委
員
会
で

に
基
づ
き
、
年

８
月
下
旬
〜

　
　
　

９
月
上
旬
予
定

農

農
業
委
員

農業にチャレンジ!

▲収穫作業中の巴さん

　
　
　

◆
農
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え

　
　
　
　

て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

父
が
田
ん
ぼ
を
祖
父
か
ら
継
承
し

　
　
　
　

て
か
ら
耕
作
面
積
が
増
え
る
中
で
、

　
　
　
　

父
だ
け
で
は
大
変
な
の
で
私
も
力
に

な
れ
れ
ば
と
思
い
農
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
推
し

て
い
る
と
知
り
、
水
稲
以
外
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
は
じ
め
ま
し
た
。

◆
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
は
、
病
害
虫
の
防
除
や

　

シ
ー
ズ
ン
中
ほ
ぼ
毎
日
の
収
穫
、
出
荷
、
水

　

の
管
理
で
す
。
水
稲
で
は
、
今
の
時
期
（
６

　

月
中
旬
）
、
水
の
管
理
や
水
田
の
除
草
剤
を

　

ド
ロ
ー
ン
で
散
布
し
て
い
ま
す
。

◆
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

　
　

水
稲
の
作
業
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
、

　

防
除
が
重
な
っ
た
時
の
段
取
り
が
大
変
で
す
。

　

ま
た
、
天
候
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
、
作
業

　

が
遅
れ
、
品
質
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
う
と

　

こ
ろ
が
大
変
で
す
。

◆
作
業
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
　

水
稲
で
は
耕
作
面
積
が
大
き
い
た
め
、
父

　

と
役
割
や
作
業
内
容
を
話
し
合
い
、
効
率
よ

　

く
作
業
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
に
虫
が

　

入
ら
な
い
よ
う
、
一
般
的
に
は
防
虫
ネ
ッ
ト

　

を
設
置
し
ま
す
が
、
風
通
し
が
悪
く
な
る
た

　

め
あ
え
て
設
置
は
せ
ず
、
湿
気
が
溜
ま
ら
な

　

い
よ
う
工
夫
し
て
、
病
気
に
な
り
に
く
い
環

　

境
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

◆
仕
事
の
や
り
が
い
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

　
　

自
分
が
作
っ
た
物
を
買
っ
て
い
た
だ
き

「
お
い
し
い
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

◆
課
題
は
あ
り
ま
す
か

　
　

課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
現
在
最
も
大

　

き
な
課
題
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
露
地
栽
培

　

に
お
け
る
管
理
で
す
。
露
地
で
は
、
ハ
ウ
ス

　

栽
培
と
異
な
り
、
天
候
の
影
響
を
大
き
く
受

　

け
る
た
め
、
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
く
、

　

対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
防
除
の

　

適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
管
理

　

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
目
指
す
こ
と
や
夢
を
教
え
て
く
だ

　

さ
い

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
ア
ス
パ

　

ラ
ガ
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
販
売
経
路
の

　

拡
大
や
品
質
の
向
上
、
管
理
体
制
の
強
化
に

　

取
り
組
み
、
お
い
し
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
作
り

　

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
担
当
委
員　

伊
藤  

剛
）

巴　卓朗 さん
ともえ　 たく ろう

由利地域 町村（34歳）
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頑張る営農者

　

平
成
26
年
１
月
に
農
業
に
従
事
し
て

か
ら
今
年
で
12
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

従
業
員
６
名
を
雇
用
し
な
が
ら
、
原
木

椎
茸
を
４
万
本
、
水
稲
13
㌶
、
ソ
バ
を

４
㌶
、
露
地
野
菜
を
少
々
栽
培
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
岩
城
地
区
の
ソ
バ
作
付

25
㌶
ほ
ど
の
収
穫
・
乾
燥
調
製
一
貫
作

業
を
受
託
し
て
お
り
、
全
量
買
い
取
っ

た
の
ち
、
製
粉
・
製
麺
作
業
を
経
て
、

「
岩
城
の
★
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
そ
ば
」
と
し

て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
農
業
者
の
減
少
は
顕
著
で

あ
り
、
一
人
当
た
り
の
耕
作
面
積
は
増

加
し
て
い
る
傾
向
で
す
。
当
地
域
で
も

同
様
で
あ
り
、
大
規
模
農
家
へ
の
負
担

が
ま
す
ま
す
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
数
年
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
利
用

し
、
農
作
業
に
関
わ
る
設
備
の
大
半
の

更
新
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
人
に
投
資
す
る
計
画
で
し
た
が
、

人
手
不
足
は
深
刻
を
極
め
、
な
か
な
か

思
っ
た
よ
う
に
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
販
売
面
で
も
規
制
が
増
え
て
き

て
お
り
、
商
品
を
流
通
に
の
せ
る
た
め
に

必
要
な
準
備
の
数
々
、
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン（
※
）の
厳
格
化
な
ど
、
一
小
規
模

事
業
者
で
は
負
担
が
重
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
多
く
の
農
家
が
淘
汰
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、
生
き
残
れ
る

よ
う
、
そ
し
て
次
世
代
に
紡
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

  

　
　
　

（
担
当
委
員　

吉
尾  

麻
美
）

と
う
た

原木栽培の様子原木栽培の様子
植菌後のハウス内での保湿・保温管理の様子植菌後のハウス内での保湿・保温管理の様子※コンタミネーション…異なる品種や用途の米が意図せず混ざってしまう現象。

太陽光パネルの下で原木椎茸を栽培太陽光パネルの下で原木椎茸を栽培

農業者年金制度について 若年層には、保険料の国庫補助による
政策支援があります。

上記の要件を満たす方なら
どなたでも加入できます

年間60日以上
農業に従事

国民年金第１号
被保険者

国民年金の保険料納付免除者を除く

20歳～65歳未満
60歳以上は

国民年金の任意加入被保険者

農業者年金農業者年金で安心豊かな将来安心豊かな将来を！農業者年金で安心豊かな将来を！

※農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（付加年金保
　険料 月額400円）への加入が必要です。
※農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金含む）および個人型確
　定拠出年金（iDeCo イデコ）とは重複加入できません。

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

前川　善隆 さん
岩城地域 滝俣（45歳）

まえかわ　  よしたか
㈱岩城町農園  代表取締役



あなたと農地。 6

経
営
発
展
へ
の

挑
戦
挑
戦

佐藤  崇 さん
たかしさ　とう

鳥海地域 栗沢
（50歳）

代表理事

鳥海 川内地区の現況鳥海 川内地区の現況

不整形かつ狭小なほ場 区画拡大により作業効率UP

現況現況
農地中間管理機構関連 ほ場整備事業〔栗沢地区抜粋〕 整備後整備後

　

基
盤
整
備
が
自
己
負
担
金
な
し
で
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
時
間
が
か
か

ら
ず
、
す
べ
て
の
地
権
者
の
賛
同
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、県
や
市
、土
地
改
良
区
と

の
合
同
の
話
し
合
い
も
毎
年
数
回
あ
り
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
話
は
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
漠
然
と
誰
か
が
や
る
の
だ
ろ
う
と

自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
県
や
土
地
改
良
区
の
担
当

者
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

令
和
５
年
５
月
か
ら
は
連
日
連
夜
、
話

合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
地
図
上
は
ひ
と

か
た
ま
り
に
見
え
る
ほ
場
で
も
、
蛇
行
し

た
笹
子
川
に
隔
て
ら
れ
て
、
水
利
も
複
雑

で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
法
人

や
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
と
15
年
の
契
約
で

す
。
担
い
手
の
高
齢
化
や
不
在
に
対
処
す

る
た
め
、
法
人
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
法
人
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

法
人
間
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、
定
期
的

に
協
議
会
を
開
催
し
、
情
報
交
換
と
意
思

疎
通
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
基
盤
整
備
で
は
、高
収
益
作
物

を
取
り
入
れ
て
、
現
状
よ
り
２
割
増
益
さ

せ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

の
所
属
す
る
栗
沢
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
高
齢

化
と
少
人
数
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
現
状
を
ふ
ま
え
る
と
、
機
械
化
で
ま
か

な
え
る
作
目
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
タ
マ

（
担
当
委
員
　
佐
藤 

源
樹
）

ネ
ギ
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
、双
日
由
利
農
人
株
式
会
社
さ
ん
か
ら

お
声
が
け
い
た
だ
き
、
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
13
ア
ー

ル
で
試
験
耕
作
を
し
て
お
り
、
７
月
に
初

収
穫
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
遊
休
農
地
だ
ら
け
だ
っ
た
上

田
野
地
域
も
、フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
土
地
が
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き
で
す
。
収

益
に
よ
っ
て
フ
ァ
ー
ム
の
活
動
資
金
も
確

保
で
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
本
体
工
事
の
予

定
で
す
。
農
作
業
に
関
わ
れ
る
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

共
同
作
業
や
担
当
制
を
う
ま
く
織
り
交
ぜ

て
、
楽
し
く
て
、
も
う
か
る
職
場
に
し
、

若
い
人
材
も
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う
な

魅
力
的
な
フ
ァ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

タマネギ栽培の共同作業タマネギ栽培の共同作業

フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み
で

　
　
　
　
　
　
次
に
繋
げ
る
基
盤
整
備

少
人
数
で
も
遊
休
農
地
を
有
効
活
用
可
能

共同作業・担当制などを活用し、農作業に関わる人が
それぞれの力を発揮できる農業を目指します

農
事
組
合
法
人  

栗
沢
フ
ァ
ー
ム
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渡辺農園（にかほ市）渡辺農園（にかほ市）

農業委員活動についての情報交換農業委員活動についての情報交換

ゆりほん農委
レディース7ゆりほん農委
レディース 通信7 セブンセブン

ハウス内で様々な花苗の栽培や販売を行っているハウス内で様々な花苗の栽培や販売を行っている

　

６
月
６
日
、
に
か
ほ
市
女
性
農
業
委
員
と

合
同
で
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
両
市
あ

わ
せ
１２
人
の
女
性
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
先
の
に
か
ほ
市
の
渡
辺
農
園
で
、
渡
辺

さ
ん
ご
夫
婦
か
ら
農
園
経
営
方
針
や
花
苗
栽

培
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
視
察
後
は
、
委
員
同
士
で
委
員
活
動

や
心
が
け
て
い
る
こ
と
な
ど
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

農地転用手続の
が

変わりました

農地転用手続の
が

変わりました

農地転用
市広報 Ｉ D
1003054

地域計画
市広報 Ｉ D
10１１２９１

　

農
地
は
国
内
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ

り
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
資
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
を
農
地
以
外
の

用
途
で
使
用
す
る
こ
と（
農
地
転
用
）は

「
農
地
法
」
に
よ
り
厳
し
く
規
制
さ
れ
て

お
り
、「
農
地
転
用
」を
す
る
場
合
は
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

転
用
事
業
の
内
容
や
、
転
用
し
よ
う

と
す
る
農
地
の
立
地
に
よ
っ
て
は
、
許

可
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
と
は

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、「
地
域
計

画
」
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
は
農
業
振

興
課
ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課
、
農
地

転
用
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課
庶
務
班
に
備

え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各

手
続
き
の
書
類
提
出
期
限
に
つ
い
て
も

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
各
自
治
体
で
は
令
和
６
年

度
末
ま
で
に
「
地
域
計
画
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。「
地
域
計
画
」と
は
、
地
域

で
の
話
し
合
い
に
よ
り
目
指
す
べ
き
将

来
の
農
地
の
利
用
を
明
確
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地
が

「
地
域
計
画
」
内
農
地
で
あ
る
場
合
に
は
、

転
用
許
可
の
前
に
「
地
域
計
画
」
か
ら

除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

農
地
転
用
と　

　
　「
地
域
計
画
」

◆
自
己
所
有
農
地
を
転
用
す
る
場
合
も
、

　
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

◆
登
記
の
地
目
が
農
地
以
外
で
あ
っ
て

　
も
、
現
況
の
地
目
が
農
地
で
あ
る
場

　
合
は
、
農
地
法
の
規
制
の
対
象
と
な

　
り
、
転
用
す
る
場
合
は
農
業
委
員
会

　
の
許
可
が
必
要
で
す
。

スケジュール

農業委員会事務局
 農地班  ☎24-6258

渡辺農園を
経営されている
渡辺さんご夫婦

渡辺農園を
経営されている
渡辺さんご夫婦
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◆
広
報
委
員

　
　
大 

瀧   

浪 

雄

　
　
小 

松   

　 

健

　
　
佐 

藤   

源 

樹

　
　
豊 

島   

靖 

喜

　
吉 

尾   

麻 

美

　
伊 

藤   

直 

子

　
伊 

藤   

　 

剛

　
齋 

藤  

　  

衛

農業委員会事務局

◆本　庁 　 TEL  24-6258
　農政班 　TEL  24-6259
　農地班 　TEL  24-6260
　　　　 　FAX  24-6396
◆総合支所
　（産業建設課内 庶務班）
　矢　島 　TEL  55-4957
　岩　城 　TEL  73-2014
　由　利 　TEL  53-2114
　大　内 　TEL  65-2804
　東由利 　TEL  69-2116
　西　目 　TEL  33-4614
　鳥　海 　TEL  57-2205
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由
利
本
荘
市
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
! !

【西目地域】　齋藤家　家族経営協定調印式

（左から）　 妻 明美さん、  夫　亨さん、  次男　颯さん

　（令和６年3月４日）

【岩城地域】　吉尾家　家族経営協定調印式

（左）　経営主 憲一さん、  後継者　子の妻　麻美さん

　（令和 ７年５ 月２６日）

家族経営
協定
家族経営
協定

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
農
業
経
営
に
携
わ
る
各
世
帯
員
が
、
経
営
方
針

や
役
割
分
担
、
収
益
の
配
分
、
み
ん
な
が
働
き
や
す
い
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。
経
営
目
標
・
方
針
を
共
有
し
、
役
割

分
担
な
ど
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
個
々
の
意
欲
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
た
め
の
土
台
と
な
る
も
の
で
す
。

私
の
名
前
は
南
畝
レ
ナ

『
農
年
』
だ
け
に
っ！

の
う 

ね
ん

農
業
委
員
会
事
務
局
に

配
属
に
な
っ
た

ダ
ジ
ャ
レ
か
よ
っ
！？

担
当
業
務
は

「
農
業
者
年
金
」…

の
う
ね
ん

元
気
だ
ね
ぇ
〜

元
気
だ
ね
ぇ
〜

こ
の
人
は
…
？

エ
ッ
！？

非
農
家
だ
よ

お
名
前
が

　 

優
秀
す
ぎ
る
っ！

や
ぁ！

君
が
新
人
ク
ン
か
い
？

編
集
後
記

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
38
号
を
お
読
み

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

発
行
に
あ
た
り
、
取
材
、
原
稿
作
成
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
が
心
配
な
地
域

で
す
が
、
頑
張
る
経
営
体
を
紹
介
で
き
ま

し
た
。

　

表
紙
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
作
業
風
景
を
動
画
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

広
報
誌
で
は
、
農
業
委
員
会
の
活
動
や

役
割
、
農
地
に
関
わ
る
こ
と
、
地
域
の
こ

と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
充
実
し
た
紙
面
作
り
に
、
地
域
の

話
題
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。　

  　
　
（
委
員　

齋
藤 　

衛
）

　当日は、ブースにお越しくださった皆さまに、日頃の農業の
楽しさや苦労などをお話ししました。これをきっかけに、由利
本荘市での就農につながることを期待しています。

　仙台で行われた新規就農
の相談イベントに吉尾麻美
農業委員が参加しました。

令和７年 ７月12日（土）
　　農林水産ＦＥＳＴ仙台

仙台で新規就農をＰＲ仙台で新規就農をＰＲ


